
名

　授業の始めに授業の目標を確認することができた　①強くそう思う，②そう思う

　話し合い，討論，発表などの言語活動に取り組むことができた　①強くそう思う，②そう思う

　他の人の話や発表に耳を傾けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　ノート等で授業の記録をすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　 　活用・探究など，学んだことを別の場面で使うようにすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や単元の終わりに，目標を達成しているかを評価することができた　①強くそう思う，②そう思う

　家庭学習（宿題や課題）と授業を，有機的に結び付けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や家庭学習にＩＣＴ機器を効果的に活用することができた　①強くそう思う，②そう思う

保護者アンケート結果（学力に係わるもの）

授業アンケート等を踏まえた総合評価（学校としての今年度の成果と次年度の課題を含む）

学校番号 9 学校名 甲府城西高校 教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価

在籍生徒数 246
年度末評価 次年度への課題

Active School Kai Project　令和６年度プロジェクト計画書（報告書）

教育目標
（学力に関するもの）

１　学習指導の工夫・改善に努め、自ら学び、考える力を育む。
２　授業を通して４つの力（理解する力、収集する力、まとめる力、伝える力）を育む。
３　体験的な学習を重視し、興味・関心・意欲を高め、学び続ける力を育む。
４　指導の狙いを明確にしＩＣＴも活用する中で、「主体的・対話的で深い学び」の実現に努める。

問題の発見・解決に向けて、情報と情報技術を
適切かつ効果的に用いている。 4.1 4.3

問題の発見・解決のためプログラミング学習を検討したが、実行は
不十分であった。情報

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知識に
ついて理解し、技能を身に付けているとともに、情報化の進展
する社会の特質及びそのような社会と人間との関わりについて
理解している。

3.8 4.4
知識の習得は教員が指導する座学を受動的に学ぶことが多く、生
徒自らが主体的に学ぶためにもLife is Techの有効活用が望まれ
る。

情報社会との関わりについて考えながら、問題の発見・解決に
向けて主体的に情報と情報技術を活用し、自ら評価し改善しよ
うとしている。

4.4 4.5
主体的に学び、自ら評価し改善するための材料としてLife is Tech
を導入したが、活用しきれなかった。次年度は年間を通しての有効
活用が望まれる。
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育てたい生徒像
身に付けさせたい資質・

能力

各教科の取組

教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価 年度末評価 次年度への課題

国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けてい
る。 4.1 4.1

実社会において、有用な知識や技能を身に付けようとする姿勢は見られる
が、基礎的な力の習得において不十分な点が見られる。地道で、継続的な取
り組みが必要である。

「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の各領域において論理的思考
力や想像する力を伸ばし、他者と関わる中で伝え合う力を高め自分の考
えを広げられる。 4 4.1

論理的思考力が弱い様子が見られる。この力を伸長できれば、各領域の能
力も高められる。よって、様々なジャンルの文章を丁寧に読ませ、読解させて
いくことが重要である。

言葉を通して積極的に他者や社会と関わり、言葉が持つ価値への認識
を深めようとする自覚や姿勢を持とうとしている。

１　主体的に学び続ける力を育む（主体性）
２　創造性を高める思考力・判断力・表現力を育む（創造性）
３　心身を鍛え、豊かな人間性を育む（人間性）
４　規範意識を高め、社会性を育む（社会性）
５　社会の情勢を意識し、主体的に社会と関わる態度を育む（協働性）

4 4.2
思い通りに言葉で表現できない場面が見られる。言葉によって、私たちが自
己や他者、世界と繋がっていることを認識させて、言葉で表現する場面を多く
設ける。その中で試行錯誤を繰り返させて、表現力を高めさせる。

地公

地理や歴史の基本的諸事象を理解し、現代社会の課題と結び付けて考
えまとめる技能を身についている。 3.9 4.4

現代の諸事象を理解できているものの、それらのつながりや因果関係まで理解できていない。来年度以
降は、知識と知識のつながりを意識して指導していきたい。

地理や歴史の事象の意味や意義を多面的・多角的に考察し、わかりや
すく説明する力を身についている。 3.7 4.2

細かい問いを設定したことで、それらについて考察することができてい
た。来年度以降も継続していきたい。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする姿勢がある。

アンケートやインタビューなど多様な探求方法を知ることがで
きた。得た結果を実現のために生かせるようにしていく。

よりよい社会の実現をめざし、諸課題を主体的に追求する態度や自国や
他国の文化や歴史を大切にする態度が身についている。 3.9 4.4

単元の最後に振り返りシートに取り組ませており、生徒自身が自分の学びを振り返ることができている。
意見をまとめたり文章にして伝えたりすることも指導していきたい。

4.4
授業の内容を、自分の身近な関わりあるものとして少しではあるが捉え
るようになった。さらに多面的に試行していくことが大切である。

ＯＰＰＡ(振り返りシート)を活用し、授業内容を自ら振りかえることで、自己理解
につながっている。来年度もその取り組みを引き続き実施していく。

4.2
授業を通じて基本事項を理解できた生徒が多かったと思われる。家庭での復
習の習慣を付けてさらに知識の定着を図るため、工夫して課題を設定した
い。

英語

事象を的確に表現し、その特徴を数学的に考察する
中で、問題を解決したり判断することができる。 4.1 4.1

身に付けた知識や技能を，他の事柄に活用することが苦手なため，思考を問う問題の成績
評価が全体的に低いことが課題である。より深く考え，活用できる力をつけるために，協働し
ながら考える時間を増やしていく必要がある。

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し、事象を数学化したり，数
学的に解釈・表現・処理する技能を身に付けることができる。 4 4.1

授業内では、基本的な事項を理解し、様々な事象に取り組むことができているが、それらの
定着までには至っていない生徒が多い。復習や繰り返しの演習が必須であり，ICTなどを活
用し主体的に取り組む姿勢を育みたい。

数学のよさを認識し活用しようとする態度，粘り強く考え数学的に判断し
たり考察しようとする態度，評価・改善したりしようとする態度が身につい
ている。

4.1 4.2

4.2

数学

山梨県内の校外学習、ふじやま探求、共生社会の探求を通
して、理解を深めることができた観察，実験，実習のなかで，科学的に考察し，論理的

かつわかりやすく表現することができる。 4.1 4.2
基本的な知識を習得したうえで自由な発想で課題に取り組み、思考す
る力を身に着けることができた。表現することの工夫が必要である。 地域と自己の関わりから課題を設定し、情報収

集し、整理分析してまとめ・表現をしている。 － 4.5
整理分析したことをわかりやすくまとめる方法について次年度
は取り扱いたい。

理科

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けることができる。

4.4 4.2
学習した知識や技術を用いて身近な事象について論理的かつ科学的
に捉えることができつつあるので、もっと興味を持たせていきたい。

総探

探究の過程において課題の発見と解決に必要
な知識、技術を身につけ、探究の意義を理解
している。

－ 4.6

自己の進路に関連した課題を設定し、解決方
法を探究することで、よりよい社会を実現しよう
としている。

－ 4.6
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きにつ
いて理解を深め、目的や場面、状況等に応じて適切
に活用できる。

4

「授業アンケート」高評価数値の推移（％：小数点第１位まで） Ｒ6中間 Ｒ6度末

92.3% 91.2%
外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとしている。

4 4.2
学んだ表現を用いて積極的にコミュニケーションをとろうとする生徒が多かっ
た。引き続き意欲を高められるよう、様々な場面設定において活用機会を増
やしていきたい。

89.2% 90.9%

95.9% 96.2%

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じ
て、概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを
的確に理解したり伝え合うことができる。

3.9 4.2
設定された場面や目的に応じて自分の意図を伝えるパフォーマンステストを
実施した。今後もALTと協力しながら、より現実に近いコミュニケーションの場
面となるような課題を考えたい。

芸術

各科目の特質について理解し、意図に基づいて
表現するための技能を身に付けている。 4.2 4.6

様々な表現方法を学習して自ら考えて表現しようと努力した。意見発表や演
奏発表等、アウトプットすることによりさらに表現技術が身に付けることができ
た。

96.1% 96.8%

83.0% 86.5%
創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさ
を深く味わったりすることができるようにする。 4.3 4.5

ひとつの題材を深く学習することにより、その良さや美しさを味わうこと
ができた。さらに表現の工夫について指導することが急務である。

90.4% 92.4%

84.0% 86.5%

評価の公正・公平性、生徒や保護者に対する教育課程や履修登録についての説明や指導への評価が高い。また、
授業の中での、ＢＹＯＤをはじめとするＩＣＴの活用についての評価も比較的高い。生徒のアンケートでも、年度末評価
が中間評価から１０％アップしているなど、授業の中でのＩＣＴ活用がしっかり行われていることがわかる。

家庭や地域及び社会における生活の中から課題を設
定し、科学的な根拠に基づいて表現することで生涯を
見通して課題を解決する力を身に付けている。

4.5 4.4
授業で学んだことを自分の身の回りに応用・実践できるような課題を提示し
て、自らが積極的に取り組んでいけるような場面を増やしていきたい。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに感性
を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い豊かな情操を培う。

4.3 4.5
1年間のまとめとして音楽は演奏会の実施、美術・書道・総合芸術・陶芸は作
品展示をすることにより、他者からの評価を受けて表現する喜びを深め、芸術
を愛好する姿勢が続くと思われる。

74.1% 84.7%

様々な人々と協働し、地域社会に参画し、生活文化を
継承し、家庭や地域の生活の充実向上について自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

4.4 4.5
自分は社会とつながっているという自覚を持たせ、地域・社会の中での自分
のあり方を考えつつ、社会の一員として責任ある行動ができるような力を確実
に身につけさせたい

保体

各種の運動の特性に応じた技能及び社会生活におけ
る健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けている。

4.4 4.5
実技教科ゆえの課題として、二極化が挙げられる。実技を苦手とする生徒へ
の細やかな指導はもちろんのこと、成長や達成感を味わえるような授業展開を
模索したい。

家庭

人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・
環境などについて，主体的に営むために必要な科学
的な理解、技能を体験的・総合的に身に付けている。

4.4 4.5
授業を通して家族・家庭について理解を深め、これからの自分の将来に必要
な知識・技能をさらに深めるために実践的な体験を増やせるように工夫した
い。

３観点についての評価も、その他の項目の評価も、年度末ではほとんどの数値が上がっている。中間の授業
アンケートの結果を受けて、それぞれの教科で授業改善に取り組んだことがわかる。次年度への課題につい
ては、学んだことを別の場面で使っていくことについての働きかけや、評価が上がってはいるが、BYODをはじ
めとするＩＣＴを活用した授業にさらに取り組んでいくことである。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

4.4 4.5
自己の課題を見つけ、互いに教え合う姿が見られた。今後も気軽に質問した
り教え合ったりできる環境を整えていきたい。また、ICTを積極的に活用する
場面も設定していきたい。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の
向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 4.6 4.6

様々な種目に触れさせることで、生涯スポーツへの理解を深めさせていきたい。わからないことや興味を
持った内容を積極的に調べたり、仲間と関わり合う中で運動を楽しむ方法を考えたり、意欲的に取り組
む姿が見られた。
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保護者アンケート結果（学力に係わるもの）

授業アンケート等を踏まえた総合評価（学校としての今年度の成果と次年度の課題を含む）
３観点の評価については、半数以上の教科について年度末の評価が上がっている。３観点以外のアンケート
結果についても、半分の項目の評価が上がっている。中間の評価結果を受けて、各教科で授業改善に取り
組んだ結果と考えられる。次年度への課題としては、家庭での学習と授業を有機的に結び付けられるようにし
ていくことと、BYODをはじめとするＩＣＴを活用した授業にさらに取り組んでいくことである。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

4.4 4.4
自己の課題を見つけ、互いに教え合う姿が見られた。今後も気軽に質問した
り教え合ったりできる環境を整えていきたい。また、ICTを積極的に活用する
場面も設定していきたい。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進
と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を
養う。

4.6 4.6
様々な種目に触れさせることで、生涯スポーツへの理解を深めさせていきたい。わからない
ことや興味を持った内容を積極的に調べたり、仲間と関わり合う中で運動を楽しむ方法を考
えたり、意欲的に取り組む姿が見られた。

保体

各種の運動の特性に応じた技能及び社会生活におけ
る健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けている。

4.4 4.5
実技教科ゆえの課題として、二極化が挙げられる。実技を苦手とする生徒へ
の細やかな指導はもちろんのこと、成長や達成感を味わえるような授業展開を
模索したい。

家庭

生活を主体的に営むために必要な知識や技能を体験
的・総合的に身に付けている。 4.6 4.6

実習では、多くの生徒が積極的に取り組み、技能向上につなげることができ
た。しかし、知識面では、教科書の内容の理解力に個人差がみられた。実習
が得意で座学が苦手な生徒が多い。 体験的な学習を重視し、興味・関心・意欲を高め、学び続ける力を育んでいることへの評価が高かった。生徒のアン

ケート結果でも学んだことを別の場面で使うようにすることができたことの評価が高く、保護者アンケートの結果と一致
している。また、授業等でＩＣＴをよく活用していることへの評価も高く、本校での生徒のＢＹＯＤをはじめとするＩＣＴ機
材の活用実績に一定の評価が得られている。

家庭や地域及び社会における生活の中から課題を発
見して的確に表現し、問題を解決したり判断すること
ができる。

4.5 4.5
多くの生徒は、グループワークを通して課題発見力・表現力・問題解決力を
身に付けた。次年度も引き続きグループワークなどを通してそれらの力が身
につくよう導いていきたい。

85.6%
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに感性
を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い豊かな情操を培う。

4.5 4.6
オペラやミュージカルなど、学校教育でなければ触れることのできない題材を
学習することにより生涯にわたり芸術を愛好できる入り口を広げることができ
た。自ら表現できるよう指導することが来年度の課題である。

86.4% 86.9%

地域社会に参画して様々な人々と協働し、生活文化を継承するなど家
庭や地域の生活の充実向上について自ら学び、主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。 4.5 4.5

多くの生徒が、学習を通して地域社会の現状と課題に興味を持つようになった。
それにより、家庭や地域生活の充実向上について自ら学ぼうとする姿勢がみられ
た。次年度も生徒が主体的・協動的に取り組むことができるよう授業づくりを工夫し

96.8%

87.7% 91.0%
創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさ
を深く味わったりすることができるようにする。 4.5 4.6

個々の題材に関心を持ち、その楽曲の持つ良さや美しさを深く味わってい
た。その楽曲に対する指導事項を理解していた。

92.6% 91.7%

86.4%
芸術

各科目の特質について理解し、意図に基づいて
表現するための技能を身に付けている。 4.5 4.6

音楽Ⅱでは、Ⅰの内容をさらに掘り下げた題材なので、音楽を形づくる特徴を理解してから、表現できる
よう指導しているが、意図をもって表現することが難しい。2年次は必修ではなく選択なので、少人数での
授業展開もでき、興味関心がある生徒なので、指導を工夫して取り組んでいきたい。

97.8%

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとしている。

4.4 4.4
学んだ英語を使って主体的にコミュニケーションを図ろうという態度が多くの生
徒に見られた。学んだ内容を活用し対話させることで、外国文化への興味
や、意思疎通することへの関心・意欲を高めていきたい。

93.0%

BYOD端末を活用し、課題解決に向けて丁寧に考察を重ね、プレ
ゼンテーションの準備をして、意欲的に取り組むことができた。

英語

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きにつ
いて理解を深め、目的や場面、状況等に応じて適切
に活用できる。

4.3 4.1
取り組んでいる教材が徐々に難しくなってきているが、意欲的に向き合ってい
る生徒が増えていると思われる。復習する機会を作り、学びの楽しさを実感さ
せることで学習習慣を確立し、知識・技能の定着を図りたい。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じ
て、概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを
的確に理解したり伝え合うことができる。

4.4 4.3

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする姿勢がある。 4.3 4.3

授業の内容を、自分の身近な関わりあるものとして少しではあるが捉え
るようになった。さらに多面的に試行していくことが大切である。 自己の進路に関連した課題を設定し、解決方

法を探究することで、よりよい社会を実現しよう
としている。

－

93.7%

95.8% 95.8%

場面や目的に合わせて自分の意図を伝える課題を与えてきた。習得した文
法事項を自分の言葉として表現することができるよう課題を更に多く与え、実
践的表現を身に付けさせたい。

「授業アンケート」高評価数値の推移（％：小数点第１位まで） Ｒ6中間 Ｒ6度末

94.0% 95.2%

各自が決めた課題について、探究学習を行い、スライドにま
とめ、発表することで理解を深めた。観察，実験，実習のなかで，科学的に考察し，論

理的かつわかりやすく表現することができる。 4.4 4.3
基本的な知識を習得したうえで自由な発想で課題に取り組み、思考す
る力を身に着けることができた。表現することの工夫が必要である。 地域と自己の関わりから課題を設定し、情報収

集し、整理分析してまとめ・表現をしている。 － 4.5
実社会・実生活と自己の関りから問いを見出し、資料やデータなど
の情報を分析し、パワーポイントを使用し、分かりやすくまとめて発
表することができた。

理科

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けることができる。

4.5 4.4
学習した知識や技術を用いて身近な事象について論理的かつ科学的
に捉えることができつつあるので、もっと興味を持たせていきたい。

総探

探究の過程において課題の発見と解決に必要
な知識、技術を身につけ、探究の意義を理解
している。

－ 4.6

4.6

事象を的確に表現し、その特徴を数学的に考察する
中で、問題を解決したり判断することができる。 4.2 4.2

身に付けた知識や技能を，他の事柄に活用することが苦手なため，思考を問う問題の成績
評価が全体的に低いことが課題である。より深く考え，活用できる力をつけるために，協働し
ながら考える時間を増やしていく必要がある。

数学のよさを認識し活用しようとする態度，粘り強く考え数学的に判断し
たり考察しようとする態度，評価・改善したりしようとする態度が身につい
ている。

4.2 4.3
ＯＰＰＡを活用し、生徒自身が授業内容を振りかえることで、自己理解を高め
る力が身についてきている。来年度もその取り組みを引き続き実施していく。

数学

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し、事象を数学化したり，数
学的に解釈・表現・処理する技能を身に付けることができる。 4.2 4.3

地理や歴史の事象の意味や意義を多面的・多角的に
考察し、わかりやすく説明する力が身についている。 4.2 4.3

他教科でのノウハウもあり、まとめた内容をわかりやすく発表できた。昨年度よ
りも、より多くの人数ができていた。

よりよい社会の実現をめざし、諸課題を主体的に追求する態度や自国や
他国の文化や歴史を大切にする態度が身についている。 4.3 4.3

調べてまとめたことを、「よりよい社会をつくるには」という基本テーマに沿って探究する力が身についた
ので、探究する内容をより増やしていきたい。

商業は各科目の関連性を理解することにより、さらに自ら興味を
もって学習に取り組めるようになると考える。知識をバラバラと覚え
るのではなく、常に関連性に気を配りながら学習をすすめさせた

「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の各領域において論
理的思考力や想像する力を伸ばし、他者と関わる中で伝え合う
力を高め自分の考えを広げられる。

4.5 4.5
思考・判断・表現も、現代の国語から論理国語へと履修が進む中で段階的に
身についていると感じる。しかし、その評価方法や評価基準が難しく、方法を
模索中である。

 ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求
められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に
解決する力を養う。

4.1 4.3
知識を与えられる部分は受動的かもしれないが、その知識をいかし
ていくことには主体性が求められる。ただ知っているという状態から
活用できるというかたちにできるようになるのが課題である。言葉を通して積極的に他者や社会と関わり、言葉が持つ価値へ

の認識を深めようとする自覚や姿勢を持とうとしている。 4.4 4.4
授業に向かう姿勢が前向きな生徒が多く、進んで学習に取り組む姿が見受け
られるが、客観的な評価が難しい項目であると感じている。 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築

を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

4.5 4.4
ゆくゆくは職業人となる若者に、社会のなかで生きていくための力、特にコミュニケーション
能力の向上をはかり、目的意識と主体性をもって物事に取り組めるような態度を養いたい。

地理や歴史の基本的諸事象を理解し、現代社会の課
題と結び付けて考えまとめる技能が身についている。 4.2 4.4

BYODを活用しながら、それぞれの事象を身近なことにおきかえながら、議論していた。

基本的事項を理解し，様々な事象に取り組む技能は身に着いてきている。しかし定着までは
至っていないため，他の章の課題に活用できていない。基本的事項の定着のため，繰り返し
の演習や，ICTなどを活用した主体的な復習を促していきたい。

国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

4.5 4.5
実社会で必要となる基本的な語彙や漢字の読み書きなどを、プリントやBYODを活用した学
習で定着を図った。基本的な文章読解の手法については、現代の国語から論理国語へと
履修が進む中で、段階を追って身に着けることができている。

商業

商業の各分野について体系的・系統的に理解
するとともに，関連する技術を身に付けるように
する。

4.4 4.5

地公

工業の各分野について基礎的な知識と技術を身に付けることがで
きた。より高いレベルに挑戦する生徒を育成していきたい。

工業技術に関する諸問題を基礎的な技術と知
識を活用して適切に判断し的確に表現する能
力を身に付ける。

4.2 4.2
レポート提出を通じて、自らの活動を表現する能力が身について
た。

工業技術に興味・関心を持ち、その改善向上
をめざして意欲的に取り組むとともに実践的な
態度を身に付ける

4.4 4.5
工業に関する興味監視を持つことを意識した授業構成を行った特
に生徒が苦手と感じる単元についてはICT機器をより活用していく
ことが必要である。

各教科の取組

教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価 年度末評価 次年度への課題

4.4

次年度への課題

全・定・通 全 学年 2 在籍生徒数 243

育てたい生徒像
身に付けさせたい資質・

能力

１　主体的に学び続ける力を育む（主体性）
２　創造性を高める思考力・判断力・表現力を育む（創造性）
３　心身を鍛え、豊かな人間性を育む（人間性）
４　規範意識を高め、社会性を育む（社会性）
５　社会の情勢を意識し、主体的に社会と関わる態度を育む（協働性）

工業

工業の各分野に関する基礎的な知識と技術を
身に付け、工業の意義や役割を理解している。 4.5

情報
教育目標

（学力に関するもの）

１　学習指導の工夫・改善に努め、自ら学び、考える力を育む。
２　授業を通して４つの力（理解する力、収集する力、まとめる力、伝える力）を育む。
３　体験的な学習を重視し、興味・関心・意欲を高め、学び続ける力を育む。
４　指導の狙いを明確にしＩＣＴも活用する中で、「主体的・対話的で深い学び」の実現に努める。
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名

　授業の始めに授業の目標を確認することができた　①強くそう思う，②そう思う

　話し合い，討論，発表などの言語活動に取り組むことができた　①強くそう思う，②そう思う

　他の人の話や発表に耳を傾けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　ノート等で授業の記録をすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　 　活用・探究など，学んだことを別の場面で使うようにすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や単元の終わりに，目標を達成しているかを評価することができた　①強くそう思う，②そう思う

　家庭学習（宿題や課題）と授業を，有機的に結び付けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や家庭学習にＩＣＴ機器を効果的に活用することができた　①強くそう思う，②そう思う

保護者アンケート結果（学力に係わるもの）

授業アンケート等を踏まえた総合評価（学校としての今年度の成果と次年度の課題を含む）
３観点の評価については、ほとんどの教科について年度末の評価が上がっている。３観点以外のアンケート
結果についても、半分の項目の評価が上がっている。中間の評価結果を受けて、各教科で授業改善に取り
組んだ結果と考えられる。次年度への課題としては、学んだことを別の場面で活用していくことへ働きかけと、
家庭での学習と授業を有機的に結び付けられるようにしていくこと、そして、BYODをはじめとするＩＣＴを活用
した授業にさらに取り組んでいくことである。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

4.6 4.5
自己の課題を見つけ、互いに教え合う姿が見られた。今後も気軽に質問した
り教え合ったりできる環境を整えていきたい。また、ICTを積極的に活用する
場面も設定していきたい。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進
と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を
養う。

4.7 4.7
様々な種目に触れさせることで、生涯スポーツへの理解を深めさせていきたい。わからない
ことや興味を持った内容を積極的に調べたり、仲間と関わり合う中で運動を楽しむ方法を考
えたり、意欲的に取り組む姿が見られた。

保体

各種の運動の特性に応じた技能及び社会生活におけ
る健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けている。

4.6 4.5
実技教科ゆえの課題として、二極化が挙げられる。実技を苦手とする生徒へ
の細やかな指導はもちろんのこと、成長や達成感を味わえるような授業展開を
模索したい。

家庭

生活を主体的に営むために必要な知識や技能を実生
活に活かし、社会へ出る準備ができている。 4.6 4.6

生活を主体的に営むために必要な知識や技術を身に付けることができた。今
後、さらに応用力を身に付けさせることが課題である。

体験的な学習を重視し、興味・関心・意欲を高め学び続ける力を育んでいることや、学力に応じた授業や、系列の特
色を生かした授業がきめ細かに行われていることについての評価が高い。また、BYODをはじめとするＩＣＴを利用した
授業・家庭学習への評価も比較的高い。２・３年次で、８つの系列のいずれかに所属し、自らの特性や進路目標達成
のための学力を伸ばすという本校の特色的なカリキュラムの効果があったと判断できる。

家庭や地域及び社会における生活の中から課題を発
見して的確に表現し、問題を解決したり判断すること
ができる。

4.3 4.7
生活の中から課題を発見し、学習した知識や技術を創意工夫しながら表現す
ることができた。今後の課題として、生徒自身の生活をより豊かにするよう自ら
課題解決に取り組むような指導を工夫したい。

87.7%
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに感性
を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い豊かな情操を培う。

4.3 4.8
オペラやミュージカルなど、学校教育でなければ触れることのできない題材を
学習することにより生涯にわたり芸術を愛好できる入り口を広げることができ
た。自ら表現できるよう指導することが来年度の課題である。

81.5% 86.4%

地域社会に参画して様々な人々と協働し、生活文化を継承するなど家
庭や地域の生活の充実向上について自ら学び、主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。 4.4 4.8

生活文化を継承するためにICTを積極的に活用し、主体的に課題に取り組む
ことができた。しかし、取り組みには個人差があり、意欲の低い生徒もいるた
め、そのような生徒にどのように働きかけるかが今後の課題である。

97.0%

89.8% 88.1%
創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさ
を深く味わったりすることができるようにする。 4.6 4.8

個々の題材に関心を持ち、その楽曲の持つ良さや美しさを深く味わってい
た。その楽曲に対する指導事項を理解していた。

92.8% 91.6%

88.5%
芸術

各科目の特質について理解し、意図に基づいて
表現するための技能を身に付けている。 4 4.8

音楽Ⅲでは、Ⅱの内容をさらに掘り下げた題材なので、音楽を形づくる特徴を理解してから、表現できる
よう指導しているが、意図をもって表現することが難しい。３年次は必修ではなく選択なので、少人数で
の授業展開もでき、興味関心がある生徒なので、指導を工夫して取り組んでいきたい。

97.4%

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとしている。

4.3 4.2
ALTとの文化交流の中で外国語の背景にある文化を理解している様子は伺
えた。しかし、あまり外国や外国語に関心を持っていない生徒もいるため、そ
のような生徒にどのように働きかけるかが課題である。

90.6%

BYOD端末を活用し、課題解決に向けて丁寧に考察を重ね、
プレゼンテーションを行い、意欲的に取り組むことができた。

英語

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きにつ
いて理解を深め、目的や場面、状況等に応じて適切
に活用できる。

4.3 4.2
授業で習った表現を実際の場面で使えるように必ずパフォーマンステ
ストに当該の表現を使える状況設定をすることで定着を図った。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じ
て、概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを
的確に理解したり伝え合うことができる。

4.2 4.3

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度が身についている。 4.3 4.3

授業の内容を、自分の身近な関わりあるものとして捉えられるようになっ
た。さらに探求を深め多面的に試行していくことが大切である。 自己の進路に関連した課題を設定し、解決方

法を探究することで、よりよい社会を実現しよう
としている。

－

92.6%

92.4% 95.3%

レッスンの中で重要とされる表現を使う練習をALTの準備したゲームを活用て
行った。グループごとに分かる生徒に任せて自分はやらなでただ座っていた
りおしゃべりしている生徒がいるため、ここをどう改善するかが課題である。

「授業アンケート」高評価数値の推移（％：小数点第１位まで） Ｒ6中間 Ｒ6度末

92.5% 93.1%

２年次に各自が決めた課題について、探究学習を行い、スラ
イドにまとめ、発表することで理解を深めた。観察，実験，実習のなかで，科学的に考察し，論

理的かつわかりやすく表現することができる。 4.2 4.2
基本的な知識を習得したうえで自由な発想で課題に取り組み、思考する力を
身に着けられるようになった。今後は表現することの工夫をさらに身につけさ
せたい。

地域と自己の関わりから課題を設定し、情報収
集し、整理分析してまとめ・表現をしている。 － 4.5

各自のテーマについて、資料やデータなどの情報を分析し
て考察を深め、パワーポイントを使用し、分かりやすくまとめて
発表することができた。

理科

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けることができる。

4.3 4.3
学習した知識や技術を用いて身近な事象について論理的かつ科学的
に捉えることができるようになってきた。

総探

探究の過程において課題の発見と解決に必要
な知識、技術を身につけ、探究の意義を理解
している。

－ 4.5

4.4

事象を的確に表現し、その特徴を数学的に考察する
中で、問題を解決したり判断することができる。 4.3 4.1

身に付けた知識や技能を，他の事柄に活用することが苦手なため，思考を問う問題の成績評価が全体
的に低いことが課題である。より深く考え，活用できる力をつけるために，教材を工夫する必要がある。

数学のよさを認識し活用しようとする態度，粘り強く考え数学的に判断し
たり考察しようとする態度，評価・改善したりしようとする態度が身につい
ている。

4.4 4.1
授業のＯＰＰＡを活用し、授業内容を振りかえさせることで、自分自身のことを振り返りする力は身につい
ている。ただし、進路決定後の取り組みが悪くなっている生徒も多く、その点を留意し働きかけたい。

数学

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し、事象を数学化したり，数
学的に解釈・表現・処理する技能を身に付けることができる。 4.3 4

地理や歴史の事象の意味や意義を多面的・多角的に考察し、多様な意
見のなかで議論する力が身についている。 4.2 4.3

一つの物事に対する多面的・多角的な見方があることを理解できる生徒が一定数いたことで、学びへの
柔軟性があることはわかった。しかし、それをアウトプットするノウハウが不足しており、来年度は自ら考え
たことをアウトプットする機会を増やしていきたい。

よりよい社会の実現をめざし、諸課題を主体的に追求する態度や自国や
他国の文化や歴史を発展的に探究する態度が身についている。 4.2 4.2

課題解決型学習になると、グラフの読み取りなど苦手意識のある内容に取り組もうとしない生徒が一定数
いることが気になった。来年度以降は、課題解決型学習の機会を増やすことで、苦手意識を克服させた
い。

商業は各科目の関連性を理解することにより、さらに自ら興味を
もって学習に取り組めるようになると考える。常に関連性に気を配り
ながら学習をすすめさせたい。

「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の各領域において論
理的思考力や想像する力を伸ばし、他者と関わる中で伝え合う
力を高め自分の考えを広げている。

4.3 4.3
論理国語も２年目となり、思考・判断・表現段階的に身に付けさせることを計画している。しかしその評価
の部分が難しく、どのような手法をとるべきか模索し、研究していきたい。

 ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求
められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に
解決する力をさらに養う。

4.2 4.2
ただ知っているという状態から活用できるというかたちにできるよう
になるのが課題である。

言葉を通して積極的に他者や社会と関わり、言葉が持つ価値へ
の認識を深めようとする自覚や姿勢を持っている。 4.3 4.4

いかに客観的に公平さをもって評価するかの部分に苦労している。新しいい学力観に基づいた手法を
取りたいとは考えているが、未だに有効な方法が見つけられずにいるので模索し、研究していく必要が
ある。 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築

を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

4.2 4.3
ゆくゆくは職業人となる若者に、社会のなかで生きていくための力、特にコミュニケーション
能力の向上をはかり、目的意識と主体性をもって物事に取り組めるような態度を養いたい。

地理や歴史をふまえた広い視野をもち、現代社会の課題を解決する方法
をまとめ、表現する技能が身についている。 4.2 4.3

現代の社会への関心が低かったこともあり、地理歴史・公民の基礎知識が少ない状態にあった。授業を
通じて知識・技能はよく身についたと考えられるが、歴史的背景や地理的背景をもとに考えるところを来
年度は重視したい。

３年の学習内容は、後半に難易度の高い内容が集中しているため、前期に比べ基本事項の定着があま
りできていなかった。この点を踏まえ、繰り返しの演習を増やすなどしていきたい。

国語

実社会に必要な国語の知識や技能をよく身に付けている。

4.4 4.4
実社会で必要となる基本的な語彙や漢字の読み書きなどをプリントやBYODを活用した学習で定着を
図った。その定着度を小テスト、定期試験等で行うのが常であるが、ICTの活用等でもっと気軽に細やか
にできるよう、工夫をしていきたい。基本的な文章読解の手法に関して論理国語を進める中で段階を
追って身に付けることができている。

商業

商業の各分野について2年次に培った基礎力
のうえにさらに理解を深めるとともに，関連技術
を身に付ける。

4.5 4.3

地公

基礎的な知識技術は身に付けることができた。次年度以降はより高
いレベルの知識技術に挑戦していく生徒を育成する必要がある。

工業技術に関する諸問題を技術と知識を応用
して適切に判断し的確に表現する能力を身に
付ける。

4.2 4.3
調べ学習や実習などにおいて自らの知識を表現する能力を身に
付けた。自らの考えを作品として表現する能力はもう少し伸ばした
いと感じる。

工業技術に興味・関心を持ち、その改善向上
をめざして意欲的に取り組むとともに実践的な
態度を身に付ける

4.5 4.4
生徒が苦手と感じる単元ではよりICT機器を活用し生徒の興味関
心を持たせることのできる授業構成をしていかなければと感じる。

各教科の取組

教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価 年度末評価 次年度への課題

4.5

次年度への課題

全・定・通 全 学年 3 在籍生徒数 236

育てたい生徒像
身に付けさせたい資質・

能力

１　主体的に学び続ける力を育む（主体性）
２　創造性を高める思考力・判断力・表現力を育む（創造性）
３　心身を鍛え、豊かな人間性を育む（人間性）
４　規範意識を高め、社会性を育む（社会性）
５　社会の情勢を意識し、主体的に社会と関わる態度を育む（協働性）

工業

工業の各分野に関する基礎的な知識と技術を
応用する力を身に付け、工業の意義や役割を
理解している。

4.3

情報
教育目標

（学力に関するもの）

１　学習指導の工夫・改善に努め、自ら学び、考える力を育む。
２　授業を通して４つの力（理解する力、収集する力、まとめる力、伝える力）を育む。
３　体験的な学習を重視し、興味・関心・意欲を高め、学び続ける力を育む。
４　指導の狙いを明確にしＩＣＴも活用する中で、「主体的・対話的で深い学び」の実現に努める。
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